
デジタルプログラムコントローラ

ER1ES取扱説明書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll、’190P01＿」2

　　お願い　　　この説明書は、最終的に本製品をお使いになる方のお手もとに確実に届けら鳩よう、お取りはからい下さ1㌔

記載内容は、改良のため堵断りなく変更することがありますので、ご了承下さい。また、不明な点等ございましたら、当社営業担当者、

最寄りの当社営業所またはお買上げ代理店までお問い合せ下さい。
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1．型名コード表

型名コード表

仕様 コ ■
ド

仕様 P90 □口□一口＊口□口
一 一

PID動作（逆動作） F1 ≡ ≡ ≡
■

≡
’ 一

≡

制御動作
PID動作（正動作） D1

■

≡
’ 一 ＝ ’

レベルPID動作（逆動作） L1

レベルPID動作（正動作） M1
＝ ＝

一
＝ ’

入力の種類 入力及びレンジコード表参照 口1 ≡
一

一 ≡ ＝ ≡

レ　ン　ジ 入力及びレンジコード表参照 口1 ■ 一 一

リレー接点出力
M1

■

制御出力
S　SR駆動用電圧パルス出力 V1

＝ ＝

電流連続出力（O－20．A） 71 「 ＝

電流連続出力（4－20．A） 8 一 ＝ ≡
一 ；

N1 ■

警報機能
警報機能無し

一 一

警報コード表参照 口 ■

一

一
’

一

外部接点 外部接点入力機能なし N1

入　　力 外部接点入力機能付 Y1

標準タイプ N
計器タイプ パターンエンド出力機能付 1

タイムシグナル出力機能付 2

（注意）1　オプションが無い場合、「＊印」以降のコード名は不要で

　　　　す。但し、1つでもオプション機能がある場合は、「＊印」

　　　　以降のコード名が全て必要となります。

レンジコード表

材　　質 番号 レ　ン　ジ 番号 レ　ン　ジ

K K16 一200～1372℃ KA8 一300－2502T

J J06 O～1200℃ JA3 ト2192T
R R02 O－1769℃ RA2 O－3216T

S S02 ト1769℃ SA2 O～3216T

B B02 O－1820℃ BA2 O－3308T

E E02 O－1000℃ EA2 O－1832T

U U01 一199．9～600．O℃ UA1 一199、トg99，9T

T T01 一199．ト400．O℃ TA1 一199．ト752．OT

N N02 O－1300℃ NA2 O－2372T

PLII A01 O－1300℃ AA4 O－2372T

L L05 O－900℃ LA3 O－1652T

W5胎ノW26胎 W02 ト2320℃ WA2 ト4200T
Pt1OO D15 一199．9～650．O℃ DAl 一199．9－999，9T
JPtlOO P11 一199、ト500．0℃

警報コード表

A ”艮偏差警報
範囲内警報

看謝立上下限偏差警報

待機付上限入力値警報

H

下限偏差警報

待機f寸上限偏差警報

上限入力値警報

儲幾付下限入力値警報

上下限偏差警報

待機付下限偏差警報

下限入力値警報
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2．各部の名称

2－1．表示説明

■リセット表示ランプ（赤）

運転停止時点燈します。

■ラン表示ランプ（緑）

運転実行中点燈します。

■入力値（PV）表示器（緑）

入力値または、キャラクタの表示をし

　ます。

■オートチューニング実行表示ランプ（緑）

　オートチューニング実行中に点滅します。

■警報（アラーム）表示ランプ（赤）

警報出力時点燈します。

■制御出力ON表示ランプ（橿）

制御出力0N時点燈します。

■セグメント進行状態表示ランプ（橿）

設定値上昇刺：は上向き、下降中は

下向まソーク中は横向きの矢印が点
燈します。

PV

RESET　RuN

　　＾T

ALM　OUT
SV

　　　SEG
ノ
→7＼WAπ

PTN1．LEVEL

PTN2．T1ME

D回 固5回　　圃

SEr　　　RUN

四…
⑧
0

VEL

1ME

“C REx－PgO

■設定値（SV）表示器（赤）

設定値（温度・時間）各設定データな

　どの表示をします。

●進行中セグメント表示ランプ（橿）

現在実行中または、プログラミング中

のセグメント番号が点燈します。

■温度表示ランプ（緑）

点燈中は、SV表示器に設定温度を　　　　、

表示します。　　　　　　　　　　　4

●ウェイト表示ランプ（橿）

　ウェイト中点燈します。

■パターン表示ランプ（緑）

■時間表示ランプ（緑）

点燈中は、SV表示器にセクソントの残り時間を表示
　します。

2－2．キースイッチ説明

⑳1セッ1キー 運転を停止させる時に押します。

匝Dランキー 運転実行時に押します。

⑱むステ／プキー 運転中、次のセグメントに強制的に
移行させる時に押します。

図レ％ムキー S　V表示器の設定温度と残り時間の
表示の切り換えの時に押します。

⑭・汐％．ン2キー㌫島1隻享㌃ン2を切り換え

唾Dセッ1キー プログラムまたはパラメータの設定
時に使用します。

⊂⊃数値減少キー 設定数値を減少させる時に押します。

押し続けていると速く変化します。

○数値増加キー 設定数値を増加させる時に押します。

押し続けていると速く変化します。

⑧エンドキー プログラムの設定時、エンドの登録
または消去の時に押します。 ⑳

2－3．用語説明

●モニタモード

　　●リセット時、または運転中で測定値を表示している

　　　時のモードです。

●オペレータレベル1

　　●プログラムを設定するモードです。唾Dキーを押す

　　　ことによりオペレータレベル1になります。（P3参照）

●オペレータレベル2

　　●オートチューニングや、PID定数等各種パラメータの

　　　設定を行います。唾⊃キーを5秒間押すことにより、

　　　オペレータレベル2になります。（P6参照）

●パターン

　　●1つのプログラムを1パターンと言います竈

●セグメント

　　●パターンを構成しているひとつの直線を1セグメン

　　　トと言います。

パターンのプログラム側

↑

温度

ランプ状態：設定値が変化してい割犬態を言います。

　　　　　　　　ソーク状態：設定値が一定の状態を言います。

第洲→
1←第2セグメント→1／≡←第4セグメント→1←第5セ”ソト→≡

第3セグメント

時間



3．操作説明（オペレータレベル1）

3－1．プログラムの設定手順

　右図の様な台形状プログラムの設定を例に行います。設

定手順は、オペレータレベル1のモードにて、各セグメン

トの目標温度と時間を設定する型式です。

　パターン1に右の3セグメントのパターンを例に、以下

に手順を説明します。

100℃

50℃

∵榊
←　　第1セグメント

　　1時間
“第2セ〃ソト十第3セ〃ソト

　30分　　　30分

セグメント　　　　　　2　　　3
…且　　　　」妾　　　　　100　　　　　　100　　　　　　　50

時間01＝0000：30 00＝30

キー操作

電源投入状態
　
　
〔　　パターン2のプログラム
　　を行う場合は⑫⑤キー
　　を押して、PTN2を呼び
　　出して下さい。

唾Dキーを押す
／
／
　　オペレータレベル1の設
　　定モートになります。

　　1セグメントの温度設定
　　モートになります。

⊂⊃キーを押す

画面表示
／■操作

画面表示
　PV冊SET

△　　キーを押す　　　　冊丁

　（30分に設定します。） 5E「
SV

PV

旺「

PTN1’ 、、、、囮互瓦

RES壬丁

目

RESET

⊥（鮎ポぶ蹴温）ノ
　　　　　　　　　　D

Pv

SET　キーを押す　　　　REsET

／ξえ；享ア瓢刈

　　　　　　　　　、

旺「
SV

PTN1圧岨［二二田

PV

○キーを押す

∴）

SV

旺「
SV

町NlLE咀［コ■圧

PV

SET　キーを押す　　　　REsET

／ξ三；㌘鵜洛〕ノ 圧「

　　　　　　　　回

キーを押す　　　　R…SET

奇問に設定します。）

SV
FTNt T．、、囮巫巫

PV

旺「

　　　　　　　　　　　D

SET　キーを押す　　　　冊sET

SV
PTN1 、，、、匝］互田

PV

／ξえ1箏㌶〕

　　　　　　　　　、

旺「
SV

PτN1LE岨［二二回

PV

（100℃を設定します。） 旺「
SV

PTN1圧咀［コ皿刀

PV

キーを押す　　　　冊丁

／；ぞ瓢娑〕一 班「SV
P刊1’

、1、皿

キーを押す

PTNlLE咀［ニニ囮
固
PV

RESET

旺「
SV

町N1圧咀［ニコ万
回
PV

R芒SET

／…え；享ア鵜刈、
旺「
SV

町N1’

、．、、囮

固
PV

　　キーを押す　　　　冊丁

（30分に設定します。） 旺rSV
川1 、．、、囮互巫

　　　　　　　　　　　　　　回
　　　　　　　　　　　　　　　PV
硬）キー1押す㎜ 　5庁　　（こ二㌘ムの終了を登録）　、T、・・

　　　　　　　　　　　、　T．、、［田

　　　　　　　　　　　　四回国

　　国を押すことによって、モニタ表示に戻ります。

　　○を押すことによって、プログラムを実行します。

注）■唾⊃キーまたは圃キーを押すことによって、設定値

　　が登録されます。押さない場合は、登録されません。

　　●標準品の場合は、プログラ」ムエンド後は、最終設定温度

　　が保たれる様にコントロールします。

　　■オペレータレベル1になりましたら、（……Dキーのかわり

　　に図キーを押しても同じ操作が行えます。

　　■オペレータレベル1において、60秒以上操作を行わない

　　と、モニタ画面に戻ります。



3－2．プ回グラムの確認

　プログラムの設定が終了しましたら、正しくプログラム

されているか確認して下さい。

　確認は、リセット中、ラン中いずれの場合も可能です。

3－3．プログラムの実行

　プログラムが正しく登録されていることを確認したら、

プログラムを実行させます。

キー操作 画面表示 キー操作 画面表示

リセット状態　　　　　　　　冊丁 リセット状態　　　　　　　　RESEτ

PV

SET　キーを押す　　　　冊丁

（美主ご≦享∴の温度を）ノ
圧「
SV

PTN1圧咀［ユ皿］

○キーを押す

1／l；亨㍗鰐）ノ
PτNlLE岨［二＝圧

PV

SET　キーを押す　　　　冊丁

（㌶≦享∴の時間を）ノ
圧「
SV

町M’

T．、皿

●実行中のセグメントを再び越す場合
　（例：1セグメントから2セグメントに飛び越す。）

PV

SET　キーを押す　　　　REsET

（美圭ご二㍗温度を）
旺「
SV

PTN1圧咀［コ五正

PV

SET　キーを押す　　　　REsET

（美まご㌫の時間を）
旺「
SV

町N1’ T．、、囮互巫

Ψ

1セグメント実行中　
⊥

圃キーを押す

1（誓激婁ギメント）

PV
RuN

SV冊
PTN1岨［二＝囮

PTN1圧咀［コ■田

PV

SET　キーを押す

（慧こ㌫の温度を）
舳　旺「 ■プログラムが終了した場合

へ

SV
PTN1圧咀［ニヨ万
回
PV

　　　　　　　冊S［Tキーを押す

（簑ご≦享∴の時間を）
旺「
SV

P刊1’ 、．、、囮互囮

固
PV

　　　　　　　R6SEτキーを押す

（て；裏㌶琴丁エン）
旺「
SV

　　　町“1’㎜［正五割
、
四回回

↓ FV

プログラムエンド状態

／／1捗餅〕

（垂）　　　服丁
　　（勇瓢仁介出）

RuN

SV
PτN1趾□＝1≡二田

圃キーを押す

4



3－4．プログラムの変更

150

100

例：R3のプログラムを変更し、左のようなプログラムを

　設定します。

50 、

←　第1セクメント

キー操作

リセット状態

｛第2セ勿ソト　ヘ　←第4セグメント

　　第3セグメント

　　　　　画面表示
　　　　　　PV

（二姜欝誰葦手予設）

冊SET

SV
町w ［＝二四

PV

SET キーを5回押す

（祭鮒㌶ごソト）
舳　5E「

SV
PT“1圧咀［二，万
回
PV

△　キーを押す
冊SET

厳乏瞭警〕ノ
王「
SV

SET キーを押す

PTN1圧咀

［＝皿
回
PV

RES［T

（美主ζ㌫7時間カつノ
圧「
SV

キーを押す

PTN1’ T．、．圧匝三田

㌣
RESEτ

鰐妻芒望享㍗）ノ
王「
SV

町N1’

囮互ヨ
回
PV

SET　キーを押す

　（エンドが表示されます。）

冊SET

旺「
ノ

四回国
　　　PV

SV

キーを押す

（呈鴛衿美〕

RES壬丁

旺「
SV

PV

△　キーを押す

（竃緊150℃に）

冊SET

旺「
SV

作

回　　　キーを押す　　　　RESE下
　
⊥　　（差㌶≦手∴の時間が表）
　　　　　　　　　　→

画面表示
　PV

旺「
SV

FTN1’

、、、囲

PV

△　　キーを押す　　　　冊丁

　（1時間30分に設定します。） 旺「
SV

PτNt 、．、、囮

PV

⑱Dキーを押す

（エン陥号を登録します。）
㎜　旺「

SV

一　　［五五五
D回国固

注1）ラン状態でプログラムの変更を行う場合、実行中のセグ

　　メントでの変更は登録は行いますが、前の設定データで

　　実行しています。

　　くり返し実行しますと、新しいデータで制御します。



4．パラメータの設定方法（オペレータレベル2）

4－1．オペレータレベル2に表示されるパラメータ

　オペレータレベル2は、制御用パラメータ及び各種機能

の設定を行う設定モードです。設定ミスがあリますと、誤

動作の原因になりますので、正しく理解した上で操作を行

って下さい。

甲叫榊
肌

温度警報の設定

設定リミッタ範囲内

（オプション付のみ）

各パラメータは、パターン1とパターン2を個別に設定

できます。但し※印のものは共通設定項目、＃印のものは

電流出力タイプのみの設定項目となります。

（各パラメータは（…亘⊃キーを押すことにより次のパラメー

タヘ切リ変わります。）

●レベルPlDの場合は、P～Arのパラメータが以下の様になります。

初期値
O（O．O）（旦C／。F）

肝〃庸静。㌃OFF
レベルPlDの
場合のみ

戸1㍑サ例帯の設青。。。ノ刊

低レベル積分時間の設定

O－3600　　　　2仙（秒）

戸樽等量定
30（口C／喧F）

積分時間の設定

O－3600　　　240（秒）

SET＃

　　　d鵬㌘の設定、。（秒）

　　月rr．一」切トワインド禰安定

月比片芒㌘：消長の言篇、、、

月趾と芒㌘㍑眼の設苓、、、

　　oH謂π㌶嚇刊
三mE饒㍑；1定。、。プ、、

［虻とll：r二二ニ箒、、㌶；

r戸「㍑P数の設定．（回）

　　　　　PVバイアスの設定　　貼　　　　　旧199ト9999（一1999－9999）
　　　　　　　　　OlくC／F）　●タイムシグナル

ε〔κ藏聾瀞（11：分〕灘／付
　　　　　　　　　　　　　　　のみ）
ε〔d’与話繋融繍岬1表示）

r戸〔与1j＝二唱篶㌔U、中のみ表示〕

と［と’誇干1…㌃f㌘クの設干

オペレータレベル2から

オペレータレベル1へ戻す場合

（重）キーを・秒間押す

　　d1㍑微分時間の慧秒〕

昨咋和ル脇設定
　　戸～㍑グの設青。、。プF，

　　1～㍑積分時間の漸秒、

　　d～饒11微分時間の慧秒、

昨～鷺㍍舳脇設定

　　月ヨ㍑竺ヒ例帯の設蓋（州

　　1ヨ㍑積分時間箭〕

　　dヨ臨誌微分時間の欝秒）

昨ヨ熱㌧11イン脇設定

圧出澱鶯燃楓値、片、

正距篤蟻燃碗限値、灯、

5－551二の開始セ舳1㌦ソト〕

5－5「醐蝋の翫。、時間＝分、

5一円1二の終了セクルトの1鷲クメント、

5｛「胴蝋の翫。、時間：分、

r〔＿■’」　〔
T・Sのモニタ

タイムシグナル出力時「5を表示
（RUN中のみ表示）

SV表示器に表示されるパラメータ

□蕊タの名㌃荷時の値
注）操作を60秒以上行なわない場合は、自動的にモニタモードに

　戻ります。

一6一



4－2．オートチュ　ニンクの実行

・1・動作（器妻1鵠；）の場合

　オートチューニングは、最適PID定数を自動的に演算・

設定を行います。最初に御使用になる場合や制御が安定し

ない時に実行して下さい。

↑
温度

4－3　レベルPlDの場合のオ　トチュ　ニンク

　レベルPIDは、温度レベルに応じて3種類のPID定数を

設定することができます。温度によって負荷特性が変化す

る場合、レベルPIDが有効です。

　　　　　　　　　　　　オートチューニングポイント

ニニデ∴二∴

キー操作

冊S［T

時間→

画面表示

PTN1舶［二二回

PV

SET　キーを5秒間押す

（今≒臨讐笥、千）

キーを押す　　　　　　RuH

を設定します。）

PV

（重）キーを押す　艦
／圭；1三；三㌦〕 SV

PTN1旺咀［二〕正

　オートチューニング実行後は、下図の様に設定値を中心

に3周期波を発生します。その後は、自動的にPID制御に

移行します。

　　　　　↑温度

設定値＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　時間→
注）設定値の変化中（ランプ制御）にオートチューニングを実

　付するとその時点で設定値の変化が止まり、そのポイント
　で演算します。

7

PlD1エリア

時間→

（…亘⊃キーを5秒間押して

オペレータレベル2に入る。

レベル1の設定を行う。

　P．6項を参照

レベル2の設定を行う。

　P．6項を参照

　　PlDエリア1で

オートチューニングを行う。

　　PlDエリア2で

オートチューニングを行う。

　　PlDエリア3で

オートチューニングを行う。

〔o



4－4．温度警報の設定

　温度警報は、下図の様に8種類の仕様があります。御使

用になるREX－PgOの仕様を確認の上で設定を行って下さ

い。

（オプション付のみ可能です）

4－5．END出力時間の設定

　プログラム終了後、設定時間（O～99時間59分）リレー

接点出力を出すことが出来ます。

（オプション付のみ可能です。但し、タイムシグナルと併

　用はできません）

キー操作 画面表示
　PV

キー操作 画面表示
　PV

リセット状態
趾SET

凸SV
PτN1圧咀［ニコ月

リセット状態

PV

SET キーを5秒間押し　冊丁
つづける

（簑‡緊一ドを）
肌
SV

PTN1庄咀［二二正

RESET

～5
SV

PTNlL帖［二二田

PV

SET　キーを5秒間押し　日EsET
　　　つづける

PV

△　　キーを押す

　（10℃を設定します。）

日ES［T

肌
SV

町N1圧咀［＝］正

（麦㌫‘レベル2に）

戸
SV

PTN1雌［＝王田

PV

SET　キーを数回押して

（重⊃キーを押す

／ξ責三草㍗㍉

冊SEτ

町N1冊［二王田

（麦孟鰐緊■ド）
醐E〔d「

SV
P刊1肚囮1巫囮

PV

キーを押す

（毒墓ご質芦力持問を） ㎜E〔dr
SV

町“1圧岨

田圃刀

PV

◎偏差警報

　上限警報①

（▲：設定値（SV） △：警報設定） 唾Dキーを押す

／ξ元ダ㌶㍉

RES壬丁

0FF

と［と’

SV

Low ▲　　　△ Hlgh
PτN1圧阻［二二回

上限警報② OFF
Low　　　　　△　　　▲ H19h 一（

OFF　　　　　　※2
Low　　　　　　△　　　▲ High

下限警報②1≡1≡1 OFF　　　※1

Low　　　　　　　　　　▲

　　　　　　　　0FF．

△　　　　　　Hi筥h

上下限警報

Low　　　　　　　　　　▲ △　　　　　　Hi目h

範囲内警報 OFF OFF　　　※3

◎入力値警報

　上限警報

Low　　　　　　　　　　▲

OFF

△　　　　　　High

下限警報

Low △　　　　　　H19h

OFF
　　　　　Low　　　　　　　　　△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H1gh

類1…警報設定値をプラス（十）に設定した場合の警報の状態図です。
※2…警報設定置をマイナス（一）に設定した場合の警報の状態図です。

※3…警報設定値（絶対値偏差）を設定した場合、設定値（SV）から

　　等しい偏差の2点で警報が働くことを示した状態図です。

注）警報接点を使って外部インターロック回路を組む場合は、

　　電源投入時、接点が出力される恐れがありますので、1－

　　2秒間程度準備時間を取って下さい。



4－6．タイムシグナルの設定

●タイムシグナルは、プログラム運転中のある一定時間接

点を出力させます。

1：㌶；鵬芸ζ二〕

←1セグメント斗2セ”ンゲ←3セグメン11時間＿

　　　　　　　一←一　　　　　　　≡タイムシグナル≡

　　　　　　　　　出力中

キー操作 画面表示
　PV

作

リセット状態
RESET

SV
PT…1肚［二二田

PV

SET　キーを5秒間押す　冊丁

（麦㌻タレベル2にし）

PTN1肚［ニュ囮

唾Dキーを押す

ド鮒〕

PV

SET　キーを数回押す　　冊sET

画面表示
　PV

肝駈丁

5－E「
SV

F刊1岨囮巫巫

PV

キーを押す　　　　RESET

分を登録します。）
5一ξ「

SV
PTN1庄咀

旺囲刀

PV

（ニエ今話砧誓㌻7）

SET　キーを押す　　　　冊丁

／7ご驚㌶〕
と［ど

SV
町N1旺

口
SV

PTN1圧咀［二二田

PV

△　　キーを押す　　　　RES［T

（z㌣簑芸塞管㌶⊃ SV
町N1圧沮［二二ヨ 重
PV

SET　キーを押す　　　　REsET

／；…箏雛列
5－5「

SV

冊1肚囮フ五巫

PV

△　　キーを押す　　　　RESET

（讐鷲㌘を20分にセット）
5－5「

SV
町NlLE咀

旺旺囮

〔データが登録され、タイムシグナル終了セグメン
トのパラメータを表示し
ます。

PV

RES≡T

SV
町N1

コPV肚S6T

町“1圧岨［二二〕



4－7．その他のパラメータの設定

　PID定数やその他のパラメータは以下の手順で行って下

さい。設定可能なパラメータは、P6の4－1を参照して下さ

い。

例：ウエイトゾーンを5℃に設定します。

キー操作

　　　　　　　　　　　　趾SET■」セット状態

（享二状態でも設定できま）

画面表示
　PV

SET　キーを5秒間押し　棚ET
　　　続ける

脈；紡岬〕

PT”1庄咀［二二田

PT”1圧咀［二五月

PV

唾⊃キーを数回押す

／（鳩麦汽

　　キーを押す

（5℃に設定します。）

RESET

二mε
SV

PTN1［岨［二二田

PV
RESET

二〇nξ
SV

町N1庄

コPV
キーを押す

（；／男瓢㌶守）

o

RESET

rL’r’
L」L　LSV
PTNlLE咀［二田刀

4－8．オペレータレベル2からモニタヘ戻る場合

キー操作

オペレータレベル2状態　　　　　榊丁

（祭㌫‘からでも）

画面表示

PTN1吐咀［二王田

PV

SET　キーを5秒間押し　証sET
　　　続ける

（τ㌻タレベル1にな）ノ
圧「
SV

PT｝1圧阻［コ五回

国　　　　キーを押す　　　　撒τ（モニタモードになります。）

P仙1旺咀［二二五1

5．その他の機能説明

10

ウエイト機能

　プログラム制御において測定値（PV）がプログラムの進

行に追従しきれない場合、プログラムが次のセグメントヘ

移行するのを待機させる機能です。ウエイトゾーン設定（設

定値±℃）内に測定値が達しなければ、時間が経過しても次

のセグメントに移行しません。設定方法は左図を参照して

下さい。

リピート機能

　プログラムの実行を設定された回数を自動的に繰り返し

ます。設定範囲は1－999回、1000の設定で無限回数実行し

ます。繰り返しの際には、END出力がO．5秒程度出力され

ますので、外部シーケンス回路を組む場合には注意して下

さい。設定方法は左図を参照して下さい。

ステップ機能

　プログラム制御中、現在進行中のセグメントから次のセ

グメントの頭に飛ばすことができます。前面圃キーを押

すことによつステップさせることができます。方法はP．4

の3－3を参照して下さい。

PVバイアス機能

　温度センサの経年変化時の温度補正または、センサ取付

位置が制限され実際に測定したい部分との差が生ずる場合

に、入力値にバイアスをかけます。設定範囲は一1999－9999

℃／Tに、または一199．9～999．9℃／Tです。設定方法は左

図を参照して下さい。

外部接点火カ機能

　ラン、リセットの動作を裏面端子よりの接点入力で操作

することができます。接点入力は、ワンパルス（O，5秒）以

上で動作します。ラン、リセット両方入力されたときは、

リセットが優先されます。　　　　　　　　　　　　　　　　・一、

出力リミッタ機能

　制御出力が電流出力の場合は、最大出力および最小出力

を制限することができます。設定範囲は、一5．O～105．O％

です。設定方法は左図を参照して下さい。

設定データロック機能

　各設定データを変更できないようにします。設定データ

ロックは、次の数字の設定でロックされる範囲が限定され

ます。

0：設定ロック機能なし。

1：イニシャルセットモードの設定値のみロック。

2：イニシャルセットおよびオペレータレベル2の設定値

　　をロックする。

3：全ての設定モードをロックする。

4　RUN，RESET，STEPキーと全ての設定モートを1］
　　ックする。但し、外部接点は有効です。

設定方法は左図を参照して下さい。



6．裏面端子・結線 7．故障がなと思う前に

o

⑧1 17 g⑧
⑧2 旧 lO⑧

⑧3 19 ll⑧

⑧4 20 12⑧

⑧5 21 1里⑧

⑧6 2… 14⑧

⑧7 舶 15⑧

⑧8 刎 lO⑧
o

端子 　内　　　容
1’＝■1　　　　培地端手

端子 内　害 端子 内 容

1 「了 9
■閉山カ

■’
■邊端手

］1
一ルー据申出力

2
「郎rm一…』o｝

1島 lO

3 」 1… 1
1

COM　外割培点入力端子

虫イムシクナ山出力
4
　　　皇†＝■］　1パタ■レエ州力　　■」レー把点出力

！口 「！

5 1
「

1ヨ

刃
ol

（oo　　舳出力絆 ⑭ 入力端子
6 〃

1｛

7 ！ヨ 1…

8
No　1

四 冊

小
1
義
十

圏＊使用しない端子にはすべて、ブラインドパッチを付けてあ

＊熱電、対入力の場合、14番端イには泪度補償素・■rが入り

圏＊使用しない端子にはすべて、フライノトパノチを付けてありま丸

　　　＊熱電対入力の場合、14番端一∫には温度補償素子が入ります。

●結線上の注意

（1）入力信号線はノイズ誘導の影響を避けるため、計器電

　源線、動力電源線、負荷線からできるだけ離して配線し

　て下さい。

（2）計器電源は、動力電源からのノイズ影響を受けないよ

　うに配線して下さい。ノイズの発生源が近くにあり、計

　器がノイズの影響を受けやすいと思われる場合、ノイズ

　フィルタ（計器の電源電圧等を確認の上、選択※して下

　さい。）を使用して下さい。

　　※フィルタによっては十分な効果が得られない場合がありますの

　　　で、フィルタの周波数特性等を参照の上選択して下さい。

　（a〕計器電源の配線はノイズ等による悪影響が考えられ

　　る場合にはこれらを軽減するため、よつ合わせのピッ

　　チを短く取って下さい竈（より合わせのピッチが短いぼ

　　どノイズに対して効果的です。）

　（b）ノイズフィルタは必ず接地されているパネル等に取

　　付け、ノイズフィルタ出力側と計器電源端子の配線は

　　最短で行って下さい。なお、出力側と計器電源端子が

　　長くなると、フィルタとしての効果が得られなくなつ

　　ます。

　（C）　ノイズフィルタ出力側の配線問にヒューズ、スイッ

　　チ等を取付けることは、フィルタとしての効果が少な

　　くなりますので行わないで下さい。

　　計器用電源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■」一ド線
　　L　ノトド線。　㎝。／
　　　一　　　　　　　　　　　　　ノイズフィルタ　　　　　　　計器電源端子

　　　　　　　　　／　　　　　最短にする
　　　　　　　　ピッチを短く

（3）結線を行うときには、電気用品取締法に準拠した電線

　をご使用下さい。（計器グランドは、導体公称断面積1．25

　～2・O㎜・位の線材を使用し、最短距離で接地して下さい。）

（4）電源投入時に接点出力の準備時間が1～2秒必要です。

　外部のインターロック回路等の信号としてご使用になる

　場合には、遅延リレーを併用して下さい。

●電源関係
（症状）

電源が入らない

電源は入るがヒータはONしない

（0UTランフか点灯する場合〕

（0UTランプか点灯しない場合）

（ニニを調べて下さい）

＞酉己線は間違っていませんか。

〉制御盤のヒューズは切れていません

　か。

〉ブレーカは作動していませんか。

〉操作榊への配線は間違っていませ

　んか。

＞操作器は正常に作動していますか。

＞ヒータは断線していませんか。

＞RESET状態になっていませんか。

＞設定他はきちんと入力されています

　か。

●操作関係
（症状）

書十器前面のキー操作ができな

い

パターンNoの切換ができない

計器前面のRUN，RESETキ
ーがきかない

（ニニを調べて下さい〕

＞設定ロックがかかっていませんカ㌔

＞RUN画面になっていませんか。

＞外部切り換え接点が閉じたままにな

　っていませんカ㌔

●表示関係
（症状）

口口。口表示が出る

］u〕〕表示が出る

指示している温度が実際の温

度と違う

（ニニを調べて下さい）

〉センサーが断線していませんか。

〉測定値が計器の入力範囲をオーバ

　一していませんか。

〉測定値が言十器の入力範囲を下回っ

　ていませんか。

〉測温抵抗体入力タイプの場合、セン

　サもしくはリード線の途中がショート

　していませんカ㌔

＞PVバイアスが掛かっていませんか。

●制御関係
（症状）

コントローラがヒータをONして

いるにもかかわらず、温度が上

昇しない

設定した時間を過ぎても次の

セグメントに移らない

オートチューニングがなかなか

終了しない

オートチューニングをかけたが、

最適な定数が求まらなかった

（ニニを調べて下さい）

〉ヒータは断線していませんか。

＞ヒータの容量は十分ですか。

＞操作器は正常に作動していますカ㌔

〉出力りミックがかかっていませんか。

　（連統制御出力の場合）

＞ウエイト状態になっていませんか。

〉熱応答性が非常に遅い制御系では

　あつませんか。（熱応答が遅いとオー

　トチューニングに時間がかかります）

＞オートチューニング開始から4時間を

　過ぎてもオートチューニングが終了し

　なかった場合、オートチューニング

　前の定数で制御を継続します。

＞非常に特異な温度特性の制御系で

　は、ごく稀にオートチューニングで正

　確な定数が求められない場合があ■〕

　ます。

●その他

（症状）

警報機能が正常に働かない

（ここを調べて下さい）

＞警報の種類及び設定値の入力方法

　を確認して下さい。

11



8．外形寸法・パネルカット寸法

；

9直　　　　　　　一里　　　　　1oo
［r’■■■rL＿．＿．」

［二．コ畠一■　■■　　■　　■　’

l　　　　　　　　i’　　　　　　…　　　■　　L　　　　　　■　　　　1

単位：mm

2；　　舵十；＝

高
＾
昌
こ

■o一

十
黒
寓

（4〕その他の仕様

電　源　電　圧
＾C9ト264V㈹ノ60H■共用〕〔電源電圧変動含む〕

1定格　AC　i㏄山240V〕

消　費　電　カ lOVA以下

設置条件
作業者が保…蔓具を必要とする雰囲気および腐蝕性雰囲気のあ砧易所への取り付けは

避”ること。

許容周囲温度 O－50℃〔3ト122．F〕

許容周囲湿度 45－85％RH

重　　　　量 約400宮

9．仕様

1）入力

人カインピーダンス 熱電対入力　約1MΩ

外部抵抗の影響 約O．35μWΩ｛熱電対入力の場合〕

入力導繍蹴の影響 mdi㎎の約O．0075％ノΩ｛測温抵抗体入力の場合〕

入　力　方式 無電圧接点入力500kΩ以上…オーブ！10Ω以下…クローズ

接点　電流 4m＾以下｛各外部制御端子とコモン間をショートLたときに流れる電流〕

接　点　入力
開放時の電圧 DCgV以下1電源内蔵〕

配線距離 10而以下（設置環境1ノイズ等〕により異なります〕

サンプリング周期 0．5秒

（2）出力

リレー接点出力 AC250V3A1抵抗負荷〕1o接点
　電気的寿命130万回以上　定格負荷

制 御 出　カ
電圧パルス出力 DC0－12V 1負荷抵抗600Ω以上〕

電 流 出力
DCO－20m＾，DCト20而＾
　1負荷抵抗600Ω以下〕

パターンエンド出力 リレー接点出力 ＾C250V1A （抵抗負荷〕 1圃接点

タイムシグナル出力 リレー接点出力 AC250V1A 帷抗負荷〕 1田接点

警 報 出　力 リレー接点出力 AC250V1A 1抵抗負荷〕 1旦接点
’
、

（3）性能

①熱電対人力
±｛設定値のO．5％斗1dヨgit〕または±2℃〔土4口F〕

｛いずれか大きい方の値以内〕

巌熱電対人力R，S，Bの場合

レ　　ベ　　　ル
●R，S…O－399℃〔O－750回F〕の範囲は

±6℃11打〕以内

■　B　…ト399℃〔O－750T〕の範囲は精度保証範囲外

②測温抵抗体入力

設　定　精　度 ±（設定値のO．5％十1di昌it）または土O．畠℃〔±1．6！F〕

（いずれか大きい方の値以内〕

±‘設定値の。．01％〕または5｛㎞蝋｛いずれ由吠きい方の値以内〕

セグメント時間 1セグメント切換時の処理時間を除く〕

蛭タイムシグナル．パターンエンド出力時間の場合胴様

①熱電対・測温抵抗体入力

比　例　　帯 設定リミッタスパンの±O．5％または土0．5℃〔．F〕

｛いずれか大きい方の値以内）

その他の設定 設定範囲の±O．5％以内

±（表示値のO．5％十1di呂it〕または土2℃〔±4．F〕

｛いずれか大きい方の値以内〕

熱　　電　　対 蒸熱電対人力R，S，Bの場合

入力表示精度 ■R，S…O－309℃〔O－750T〕の範囲は±6℃〔12T〕以内

●　B　…ト399℃〔ト750．F〕の範囲は精度保証範囲外

測温抵抗体
±（表示値の0．5％十1digit）または±O．8℃〔土1．ポF〕

（いずれか大きい方の値以内〕

絶縁抵　抗
測定端子と接地端子間　DC500V20MΩ以上
電源端子と接地端子間　DC500V20MΩ以上

耐　　電　圧
測定端子と接地端子間　AC　lOOOV1分間
電源端子と棲地端子間　AC1500V1分間

“C， 理化工業株式会社
lM90P01＿J2
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